
【回答数 112 件】

【所　属】

回答数 割合

院内 16 14%

院外 92 82%

無回答 4 4%

【職　種】

回答数 割合 回答数 割合

医師 8 7% 看護助手 0 0%

看護師 31 28% ＭＥ 0 0%

保健師 6 5% ＭＳＷ 5 4%

薬剤師 4 4% ケアマネ 42 38%

ＰＴ/ＯＴ/ＳＴ 3 3% 事務 4 4%

放射線技師 0 0% その他 6 5%

栄養士 0 0% 無回答 3 3%

【経験年数】

回答数 割合

１～２年目 8 7%

３～５年目 18 16%

６～９年目 23 21%

１０年目～ 52 46%

無回答 11 10%

第１０回 函館オープンカンファレンス　アンケート結果



質問１　良かった点を教えてください。
回答数 割合

有 82 73%

無 30 27%

＜自由回答欄記載内容　⇒　別紙＞

質問２　改善点を教えてください。
回答数 割合

有 17 15%

無 95 85%

＜自由回答欄記載内容　⇒　別紙＞

質問３　今後に期待すること。
回答数 割合

有 28 25%

無 84 75%

＜自由回答欄記載内容　⇒　別紙＞

質問４　今後のオープンカンファレンスへの関わりについて当てはまる項目に✔をつけてください。
　　　　　 （複数選択可）

回答数 割合

3 3%

2 2%

2 2%

4 4%

54 48%

■その他（感想等なんでもよろしいです）
回答数 割合

有 31 28%

無 81 72%

＜自由回答欄記載内容　⇒　別紙＞

②自分の病院でカンファして欲しい

③運営を手伝っても良い

④オブザーバーとして参加したい

⑤機会があれば参加したい

①自分の関わった事例をカンファして欲しい



質問１　良かった点を教えてください。

・ 取り上げた題材も良かったし，進行もとても聞きやすかったです。

・ 緩和ケアが普及していること。急性期～ホスピスケア～在宅ケアでの看取りができたのは素晴らしい。

・ 引き込まれる事例でした。本人，母，病棟チーム，在宅チームそれぞれの思いが滲んでいて，伝わる感じるカン

ファレンスでした。

・ 急性期からその後の在宅でのかかわり。勉強になりました。

・ 進行が分かりやすく良かった。病院内の関係者だけでなく，訪看の方や他院の医師，ケアマネさんなどいらっし

ゃり，いろいろな情報が分かった。

・ ＡＣＰについて学ぶことができた。

・ 余命が短くて自宅へ退院することがむずかしいような症例でも，自宅で過ごすことの意味は人それぞれ違うので，

退院できないと決めつけることはできないのだと感じることができた。

・ 患者さんの入院していた病棟ナースですが，ＥＮＴ後のことを知れてよかった。

・ 自宅は退院後の姿があまり想像できないことが多々あるが，訪看Ｎｓの話を聞けて状況をイメージすることがで

きた。終末期のＰｔ・Ｆａｍとの関わりが苦手で，なんと声をかけてあげたら良いのか迷うことがあるが，「Ｎ

ｓの経験として言えること」と前置きをして話してあげることで，Ｆａｍも覚悟を決めやすいことがわかった。

・ 患者背景も含め，全体の流れを知ることができて良かった。

・ 経時変化による患者がかかえる問題点の変化，それに対する処置・考えが分かりやすかった。

・

・ 知識と経験を得ることができました。在宅側の発言時，ＨＰ側が興味深く聴いており，その場の雰囲気をオーデ

ィエンスとして見学できたことが良かったです。

・ 多職種が壇上で等しく発表されていたこと。⇒今日のケースで多職種が連携されてＰｔに対応されていたことが

よく伝わってきました。

・ 入院時から亡くなるまでの流れがとてもわかりやすく，共感できることがたくさんあり，今後の看護につなげて

いきたいと思います。（すみません，感想になってしまいました）

・ 在宅でもこんなことができるのだとわかった。そのために急性期病院の役割を十分担っていただけたからこそな

のだと感じ，連携が本当に重要だと感じた。参加して良かったです。ありがとうございました。

・ 司会の進め方がとても良かったです。

・ 時系列的に振り返りながら，ターニングポイントや家族の心が決まっていく流れをわかりやすく説明していただ

いて，人物像やキャラクターの把握も何となく自分の中でできたと思います。

・ 本人が少しでもいい時間を過ごすことができて良かったと思います。薬の量など，大変なこともあるんだなと思

いました。

・ 具体的な内容をイメージしながら聞けたことが良かった。大変勉強になりました。

・ それぞれの関りや経過の振り返りが大切なんだと改めて感じました。

・ 医療の話を聞けて良かった。

・ 最期を迎えるにあたり，家族・本人の揺れる心に対しての対応について参考になりました。ステント，麻薬など。

・ 本人・家族の思いを聞くことはとても難しいと思うので，今回の事例について話が聞けて勉強になりました。

・ 気持ちの揺れ，患者だけでなく，医療者の揺れを聞けたのが，自分の安心となる気がした。

・ 最期自宅で過ごしたこと，良かったと思います。希望が叶うためには医療（訪問診療）の力が大きいが，診てく

れる病院がないと思います。

・ ４０代という若さでのターミナルケアに対し，母が息子を看取る，最期は自宅で普通の生活をしたいという本人

の希望を叶える為の病院・在宅の連携を知ることができた。

・ 多職種や在宅での生活を知れたこと。貴重な事例提供を聞けて良かったです。なごやかな雰囲気。

・ 道外から院内・院外への流れ・対応が聞けて良かったです。

・ 内容や全体の流れが良かった。在宅で親子の過ごした時間が良かったと思う。

・ 最初は無理だと言っていたのが最終的に家で過ごせた。残されたお母さんは大変だっただろうけど，「良かった」

の一言があるので良かった。

・ 川口先生の進行。

・ 時系列がすっきりして分かりやすかった。

・ 自分の業務の中では経験できない終末期の患者さん・家族の状態を知ることができて大変勉強になりました。

在宅サイドの具体的かかわりが分かった。ポイントが３つまとめられている。



・ 流れで聴けることで背景を含めて知ることができ，とても有意義でした。

・ 自在で永眠されたことが良かったです。東京の病院から各機関の連携が上手にいったケースだと思いました。

・ 難病事例の本人・家族との関わり方を知れた。

・ 知らないことが沢山あり，大変勉強になりました。何名様かの自宅看取りを担当させていただきましたが，今後

の参考にさせていただきます。ありがとうございました。

・ 進行がスムーズで，話されることが分かりやすかったです。

・ 揺れながらも本人・家族の意向を尊重することができたと思います。

・ 中病⇒おしま病院の連携，在宅ケアの内容が聞けてよかった。

・ Ｃａ末期の方に対する声かけ。

・ 流れが細やかにわかり，その状況に合わせた実践，悩みなどがよく分かりました。丁寧なケースの振り返りから

様子が良く理解できました。

・ かかわった人たちの連携のすばらしさを知ることができて良かったです。

・ 大変な事例だと思いましたが，サービスだけでなく，みなさんの声かけ，口ぞえで１つ１つ意思決定していたの

が良かったと思います。

・ 医療との連携により，在宅で最後を迎えた本人様，安心して過ごされたと思います。

・ 医療用語を説明しながら，進めてくれたのが良かったと思う。

・ 入院時～看取りまでの一連の流れを知ることで，理解を深められたと思う。

・ ２５年間家に戻らなかったご本人が，最期の場所として自宅を選んで最期の１か月とても良い時間を持てた。訪

問診療や訪問看護，家族の関わりが良かったのだと思います。

・ 一人の人生の振り返りを通して知ることができてわかりやすかった。在宅で看取るまでのご本人・介護者の気持

ちの変化に対応しながら最期を自宅で過ごせて良かった。

・ 入院中～退院後に関わった多職種の話が聞けたことで，急性期病院でのご苦労を知ることができた。

・ ご本人の気持ち，症状などがわかり，良かったです。

・ ご家族で過ごすことができたこと。

・ ご本人の様子がとてもよくわかりました。決めたことが最後まで続くことではないということも良く分かりまし

た。

・ 在宅に導く，在宅で最期を過ごす良さ。

・ 事例そのものが患者さんの意思にそっていて良かった。

・ いつもカンファレンスで学ぶことが大変多く，「当院だけ」ではない地域での連携が重要だと思いました。本当

に学びになりました。

・ 有効な医療処置の内容について聞けて良かったと思います。急性期⇒在宅の関係者の連携や病院・在宅でのそれ

ぞれの役割について理解できました。

・ 急性期病院，訪問診療，在宅介護，それぞれができることをうまく連携し合い，その方の望む最期の時を応援で

きたケース。親不孝な息子が最期に親孝行できて良かったです（事例のピックアップ）。川口先生の進行がすば

らしい。

・ 不慣れな会場でしたが案内が円滑でした。助かります。

・ 資料がわかりやすくまとまっていて，事例がイメージしやすかったです。院内・在宅でそれぞれの関わりがみな

さんのお話からよくわかったこと。熱い思いがとても刺激になりました。

・ 医療的に新しい知識を得られた。様々な方がかかわり，良い看取りをしていると思った。生きているようにしか

死ねないとよく言うが，こうした死もあるのだと思った。

・ じっくり時間をかけて経過を追うところ。Keyになる瞬間の本人・家族・医療者の思いが共有されて進むところ。

事例の振り返りをしながら，地域リソースを意識した進行。

・ 知らないことばかりでとても勉強になりました。

・ カンファレンスの進行役の川口Ｄｒの話がとてもわかりやすかった。

・ カンファレンスの進行役の川口先生のまとめ方や志納の仕方がとてもわかりやすくて親身で良かった。

・ 遅れて参加となりました。すみません。最後，在宅か入院かを悩んだときの訪看さんの声かけが良かった。状況

を共有してしっかり選択できるようにサポートできることが大切だと思います。

・ 病院から在宅（看取り）をするＰｔに今まで出会ったことがなかったため，Ｐｔ・Ｆａｍの在宅看護の思いを知

れてとても良い機会になりました。



・ ステント・ＰＣＡポンプ等，医療の知識が得られた。医療の側からの経緯を知ることができて良かった。

・ たくさんの施設，たくさんの職種の関わり方が見えて参考になった。

・ 本院・母の希望をかなえての支えが凄いと思った。ガンの方と関わると自分も考えさせられることが多い。

・ いつも通り先生の進め方が素晴らしく，専門職の方たちの説明もわかりやすかった。最期を迎える前の意思と訪

看さんの言葉が印象に残りました。

・ 私は医療に疎いのですが，末期Ｃａのことが時系列で分かり，イメージが具体的に湧きました。

・ 川口Ｄｒ司会のオープンカンファレンスはわかりやすく，楽しみにしています。

・ 医療と他職種との連携を図ることで，在宅のターミナルケアが安全にできたと思います。

・ 具体的に看取りの事例を勉強できて良かったです。

・ 自院ではなかなか担当できないケースであったので，良い学びになりました。

・ 退院してからの福徳先生，高畑Ｎｓの関わり方が具体的に聞けて参考になりました。

・ 川口先生の司会・進行良かったです。

・ わかりやすくお話を聞けました。

・ 患者さんの事例を聞きながら，経過をそれぞれの担当者から聞くことができ，すごくわかりやすかったです。

・ 家族・本人との関わり方について，最後まで在宅で過ごすための進め方について，今後役立てられるかなと思っ

た。



質問２　改善点を教えてください。

・ 資料も何らかの形で手元に残るようなものがあると嬉しいです。

・ 駐車場に困っていたようです。

・ 会場が広かったので，スクリーンがあると分かりやすかったです。

・ マイクの数が少ない。

・ 金銭面について，利用できる制度などについて説明があるとレクチャー要素が濃くなったかも。

・ 駐車場の誘導・整理。

・ もう少し詳しい資料があればうれしいです。

・ 駐車場がスムーズだと助かります。薬剤のコントロールをもう少し詳しく知りたかったです。

・ 集まった人の話を聞けると良かったです。

・ 本人の気持ちはどうだったのかなと思うところもあります。

・ ないです。同じようなケースの経験がないですが，他の病院でのケースと比較して見れるといいです。

・ つっこみ所が無いすばらしいケースだったと思います。それはそれで良いですが，唯一のつっこみどころかな？

・ 駐車場に誘導してくださる人がいればもっとスムーズだったかも。

・ カンファレンスメンバー様がやはり多いので，時間的にもっと「この職種」に聞きたいということが多くありま

す。

・ 参加者の駐車場の誘導が遅れ，開始が遅れてしまったこと。

・ 研修会場の前側正面は特に空席が目立ちました。入場時に後ろの席には座らせないなど，座るイスに制限を設け

てはいかがですか？前の正面が空いていると話をされる方のモチベーションも下がってしまうかも。

・ 在宅へ向けたカンファレンスの進め方，タイミング等，カンファレンスの内容がもう少し知りたかった。



質問３　今後に期待すること。

・ 今回初めてだったのですが，また参加させていただきます。

・ 今後も連携を深めてください。

・ 広げましょう。続けましょう。

・ 又の企画を楽しみにしています。

・ このような機会は自分たちの看護を振り返る機会になるので，またやってほしい。

・ 大変参考になりました。継続実施していることを他市町村へ情報提供していただけると，よい刺激になると思い

ます。

・ また参加したいです。

・ 病院～在宅の様子を振り返る，良い勉強会だと思います。次回も楽しみにしてます。

・ 多様な事例を共有していければと思います。

・ いろいろな事例に対して今後も勉強したいです。

・ みんな違ってみんないい医療。

・ 稜北病院，おしま病院の医師のように在宅で診てくれる病院が沢山あってもらいたい。

・ 第一に在宅診療と訪看の強い味方があれば，あとは家族の力があれば在宅で最期を迎えることを考えられると思

った。

・ オープンカンファレンス，大変勉強になるので，また参加させてていただきたい。

・ 葛藤する事例。

・ 経験は力なり。お願いします。

・ 続けてほしいです。

・ 今後も事例を聞きたい。

・ 在宅で利用されたサービスを明確に知りたいです。今回は医療での訪看だけだったと思いますが。

・ いろいろな職種が関わったりして，立場が違う意見があった事例などもあると勉強になるなと思いました。

・ 食道ステント・麻薬の調整など，得意分野を病院の垣根を越えて是非共有していただきたい。

・ 多くの事例を聞きたい。

・ 私も色々なことを見てきて，これからの勉強になりました。もっとカンファレンスに参加させていただきたい。

・ 又，第１１回参加したいです。又，もっと若いＮｓにも参加させたいと思いました。（ずれていて，すみません）

・ ケアマネとしては，医療従事者ではないので医療場面での出来事を具体的に聞くことができる機会です。ぜひ今

後も継続していただきたい。

・ 今回の事例は医療職の要素が強すぎて，担当ＣＭさんの意見などはあまり聞けなかったのが少々残念です。司会

からでもふってあげてほしいです。医療と介護の連携について意識したことなども深めていくことができそうな

感じもしました。

・ 今回，Ｄｒ・Ｎｓの関わりがメインだったため，多職種の関わりについて聞きたい。

・ 今後も終末期の事例を知りたいです。



その他、感想等

・ いろんな方がいて、いろんな仕事があって、いろんなケースがあるんだなと若い時に残された時間の大切さを実

感。どこまで満足させてあげられるのかと考えてしまった。

・ 当院でも数は少ないですが、自宅退院・訪問診療を経験しております。院長、ＭＳＷは訪問診療の経験は豊富で

す。

・ とても勉強になりました。

・ 急性期病院が一緒に本人の将来を考えてくれると良いと期待するが、そういう立場の人、ＭＳＷだけでなく緩和

チームがもっと力を持って考えてもよいのかと思います。

・ とても良かったです。

・ 一人の患者を取り巻く医療従事者の仕事を知ることは大変有意義なものでした。ありがとうございます。

・ 今後も色々なケースを聴き、勉強していきたいと思います。大変学びが多く良かったです。

・ これからも続けてください。ありがとうございました。

・ いろんな関係者の話が聞けて、大変な事例でしたが楽しかったです。

・ 参加できて本当に良かったです。また機会があれば参加したいです。

・ お疲れさまでした。

・ ありがとうございました。

・ 介護職に就きながら自分の父親を病院で見送った。このようなチームに出会えれば、あんなに家に帰りたがって

いた父を家に帰せたのに。皆さんありがとうございます。

・ 介護士として、最期まで、看取りまでお手伝いしたいです。

・ こんな時ケアマネの役割は何でしょう。ケアマネの関わりについてももう少し聞きたかった。

・ 多職種合同のカンファレンスは斬新な視点を養うことができるよい機会だと思います。勉強になります。

・ 初めてオープンカンファレンスに参加させていただきました。ありがとうございます。それぞれの立場で一人の

Ｐｔさんについて振り返って共有して次につなげること、とても大切なことで、支援者のためにも他のＰｔさん

にも役立つものと思いました。管内でも多職種・機関で行えればと思います（ゆくゆく）。ありがとうございま

した。

・ みなさんお疲れさまでした。

・ すごく勉強になりました。こういうカンファレンスは「いい症例だったよね」で終わってしまって、デブリーフ

ィングにはなったけど、今後になかなか活きないという事例が多いと思いますが、こうして次回につながるよう

な地域リソースの共有ができているのは素晴らしいと思いました。

・ 川口先生上手でした。

・ 話を締めてから「あっ」と思いましたが、登壇者の方々の振り返り（反省点）が何かあったら聞いてみたかった

です。

・ とても心温まる事例だと感じました。また是非参加したいです。ありがとうございました。

・ とても参考になりました。

・ 川口先生の進め方が行き届いていて理解が深まりました。ここはどうなのかと思ったところを先生が次々と指摘

して質問してくださって、胸にスッと落ちました。

・ 川口先生，いつもありがとうございます。

・ ご本人、お母さんにお礼はできなかったけど、皆さんに感謝の言葉を残せて良かったと思った。

・ 勉強になりました。

・ 勉強になりました。ありがとうございます。

・ 看取りのサービス調整をするケアマネも色々大変だったと思います。ケアマネと本人・家族との関わり、短い期

間でどのように信頼関係を築いたか、もっとお話を聞きたかったです。

・ 息子さんの希望を叶えるための在宅介護だが、自分メインで見ているために母は疲弊していく。自信がなくなる。

しかし、ゴール（終わり）が近づいていること、その期間を具体的に示すことで、介護への気力が回復するのは

何たる皮肉だろうと感じた。ただ、具体的に伝えることも１つ有効な手段となるのだと知ることができた。

・ 地域包括病棟で勤務して１年半です。可能な限り在宅を勧めたいという思いがあります。しかし、介護する家族

のことを考えると、どこまで勧めていいのか、どのタイミングで話していいのかわかりません。このようなカン

ファレンスの回数を増やしていただきたいと思いました。


